
 

 

 

山梨県協会 

その他 

献血の大切さを広める取り組み「つなぐ献血のキズナ」を応援しています 

山梨県協会（会長：有冨幸子 第一生命甲府支社長）は、山梨県赤十字血液センター

と連携し、「ふれあい献血」活動を年 2回実施しています（1985 年から連続 40年）。 

 8 月は猛暑と台風接近の影響もあり献血協力者数が減少したため、輸血用血液が例年

にもまして不足したそうです。9 月上旬に地元紙記事を通じて『いつでも利用できる』

甲府献血ルームや移動採血バスでの献血依頼がありました。 

 今回は 10 月から 11 月までの 2カ月間で実施、会員会社 16 社延べ 130 名が協力し

ました（ルーム 118 名、バス 12名）。期間内に成分献血と 400ml 献血を合わせて3回

協力した方もいました（成分献血は 2週間後の同じ曜日から再献血が可能です）。 

 山梨県協会と会員会社は、山梨県赤十字血液センター「つなぐ献血のキズナ」を応援、

「ふれあい献血」活動を毎年継続していきます。 

  


